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オーーノレ学者ジヨーダン・ミラーの研鎖の成果「オニールとアメリカ批評家」という書
物によれば，多彩にして独創的なオニールの戯曲群の中で，最もすぐれている劇はどの作
品かという一事についても，批評家により意見が多種多様にわかれている。ふつう実験的
作家と呼ばれるオニールの真面目をいかんなく発揮したユニークな野心作「奇妙な幕間狂
言」を挙げる評家もあり，またオニール劇中で，なかんずく哲学的含蓄の深い「氷人来た
る」を推す者もあれば，さらにわが巨匠のいたましい家庭体験の内実を劇化したものとし
て「夜への長い旅路」をとる者もあって，評家それぞれの理由なり，好みなり，因縁にも
とずいて，いわば各人各様の断定が下されている次第であるが，アメリカ演劇についての
すぐ,れた一方の権威者であるアランS・ダウナーのあらわした｢五十年間のアメリカ演劇」
によると「楡の樹蔭の欲望」と「喪服の似合うエレクトヲ」の二作がアメリカ演劇を代表
する最高の戯曲としての折紙がつけられていて，ふつう無理のない評価とみなされている
ようである。ところでこれら二篇の名作のうちで，はたしていずれがよりすぐ'れた戯曲か
となると，これ叉意見のわかれるところだが,演劇の玄人筋の見解では｢楡の樹蔭の欲望」
の方が古典的戯曲としての性格や要件をより多くそなえているとみなされている。筆者と
しては「楡の樹蔭の欲望」のもつ迫力と創意よりはむしろ「喪服の似合うエレクトラ」の
荘厳と円熟を推挙したい｡ここで詳細に比較分析してその理由を指摘する手数をはぶいて，
端的なる結論をのべるならば，オニールのいま一つの名作「奇妙な幕間狂言」と「楡の樹
蔭の欲望」を相互に止揚し，かつ昇華した成果としての結晶を「喪服の似合うエレクト
ラ」の形式と内容に於いて，しかと確認するのみならず，その劇としてのスケールの雄琿
壮大さも亦きわだった事実だからである。従って，私見によれば，独創多彩なるオニール
の戯曲群を一作にてよく代表しうるものは「喪服の似合うエレクトヲ」となる。さてダウ
ナー教授の評価を手がかりとして，これら二つの名作にみうけられるオニール劇のパッタ
ンを構成する共通の要素をとりあげて，それらの性質や魅力を点検吟味することを試みた
いとおもう。
二、「楡の樹蔭の欲望」と「喪服の似合うエレクトラ」
前者について「オニールとアメリカ批評家」より数名の評家の意見を綜合して集約的に
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紹介すると，この作品は写実主義と浪漫主義との間に横たわる深淵に象徴主義の橋を架け
ようとした試みであって，その内容の深刻性とユニークな性格創造は典型的なオニールの
ものであって，その悲劇的壮厳性は真正の悲劇としてのシェイクスピアの「マクベス」の
それと比肩しうるていのものであって，この劇のもつ圧倒的な迫力と強烈な効果は正しく
古典的悲劇にふさわしいものである。しかるに別の視点に立つ評家によれば，この劇はい
かがわしい一女性の愛をめく・る父と子との間のみにくい闘争の劇であり，腐敗と堕落の，
正視にしのびえない場面の連続から成るいまわしくあくどいセックス劇にすぎず，更に嬰
児殺しの動機付けは薄弱にして不自然であり，およそまともな人間どものする正気の沙汰
ではないときめつけている。また別の評家は，この劇の登場者はどれもこれもみな悲劇に
ふさわしい高貴にしてけなげな品性の人物ではなく，すべてが低俗にして愚劣な手合にす
ぎず@<DesireUndertheElmfというより《GDecayUndertheEIIns''の名称にふさ
わしい退廃晒劣の劇であると非難している。次いで後者についての批評を紹介すると，
この「エレクトラの劇」はエムバイヤ．ステート．ビノレディングのごとく，現代演劇界
の空に群を抜いてそびえ立つ金字塔であって，天才オニールの円熟と完成を実証して，オ
ニール文学の極致を示すとともにアメリカ演劇の到達し得た頂点を示すものである。近代
のデカダンスに肉迫したこの劇には，異教的な異国情調が濃厚に漂っており，さらにあや
しくぶぎみな死の幻影が遍満するこの挫折と自滅の劇は，ふしぎな視覚的美に富み，オニ
ール的な余りにオニール的な陰影と屈折とのきわ立って豊かに光る結晶でもある。また
｢楡の樹蔭」の場合と同じく，この劇に登場するマノン家の人びとはいづれもその人柄に於
いて，悲劇にかくことの出来ぬ高潔なる品性を欠いていて，徒らに性の次元に低迷する
緑でなしの群れからなりたっていて，そのセリフもまたさりげないままにピカツと光って
さし変えならぬ絶対言語のとぼしさ故に，たんなる暗黒の,身の毛もよだつ,殺人のメロド
ラマに過ぎずと断定し去っている。といったふうの賛否の論の渦中にある戯曲ではあるけ
れども，先に述べたダウナー教授の見解は，演劇評家らの間に於いては，もはや定評とし
て不動のものではあるまいか。さてこれら不朽の名作を読んで受けた私の印象をもととし
てオニール劇のパッタンを構成する共通の要素を指摘し吟味することにする。その前に，
ちょっと横道にそれると，筆者はかって「楡の樹蔭の欲望」を映画で見て，わが意を得た
りとばかりに感動したことがあるが，所詮上演された劇と映画化された表現とでは異質の
体験であって，テクストをもとに，フイルムの助けをかりて，暗中模索するに似たもどか
しさはどうにもならない。総じて，戯曲は舞台に於ける上演を待ってはじめて正当に評
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価され得るものであることは自明のことであり，とりわけ，いわゆる「目と耳の劇」とし
ての演劇性の顕著なオニール劇を，レーゼ・ドラマのごとくに，テクストの活字を手がか
りに，推理と想像とをたくましくするといった方法のみに頼って論じようとするのは，甚
だ無謀で不用意なやり方であることを痛感する。オニールの劇は，とりわけ舞台の上演に
生命を托し，本質を発動するていのものであることをとくに強調して，以下オニール劇の
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三、オニール劇の特性
オニールのすべての傑作に共通する点として，これら二作に於いても，まづユニークな
「ト書」の面白さが，例えば「奇妙な幕間狂言」や「氷人来たる」の豊かな陰影と色彩と
含蓄を兼備した風変りで饒舌なしかも甚だ個性的な「ト書」に劣らぬ魅力に富むト書が劇
展開の随所に点綴されている。とりわけ,れいの楡の樹についての印象卓抜な指示がある。
「家の両脇に楡の巨木があり，屋根の上に枝を垂れている。かばっているようにも見
え，また抑えつけているようにも見える。一見，不気味な母性一一押しつぶすように
してまで油断なくわが物にしようという執念が見える。この家の中の人間の生活との
親しい接触から，ぞっとするような人間味が出ている。
重苦しく屋根の上にうなだれている様子は，まるで疲れ切った女が，たるんだ乳房と
両手と髪を屋根の上にやすませているよう。雨が降ると，涙が単調にポタポタ垂れ
て，こけら板の上で腐る。……下略……」（1）
この舞台装置の楡の樹についてのすぐ．れて象徴的な指示のト書は，この劇の展開と帰趨
を暗示し，決定的に予想させるだけの役割を見事に果しているにとどまらず，オニール文
学を象徴する樹木となっている。この楡についての不朽の価値をもつト書は，オニール全
作中のこの種のト書のなかでの白眉とも云い得るもので，オニール劇に於いてト書の果た
すべき機能がいかに竝ならぬ重要なものであるかを端的に例示するものである。次いで舞
台に登場する主要な男女についての指示も亦綿密精細の表現になるものであって，読んで
まことに興味の尽きないていのものだ。「喪服の似合うエレクトラ」から，そのプロタゴ
ニストとしての,ラヴイニアの母,クリステイーン・マノンについての一例をとってみる。
「クリステイーン.マノンは人目を惹く女。四十だが年より若く見える。立派な姻梛
っぽい容姿。動物のようなしなやかな優美な物腰。仕立てのしやれた高価な緑の嬬子
の服を着ている。それが彼女の波打った房ふさとした髪の特殊な色を引き立たせる。
髪の色は銅褐色でもあり，青銅味の金色でもあり，それがはっきりわかりながらも互
いに調和している。美しいというよりむしろ立派な非凡な顔。一番先ぎに気のつくの
は表情のない時の不思議な印象である。生きた肉体ではなく，驚くほど写実的な蒼白
な仮面といった印象を与える。その仮面の中で生命のあるのは奥に引込んだ紫がかっ
た碧色の眼だけである。黒い眉がきつそうな鼻の上にはっきり一文字に引かれてある
。がっちりした顎。大きな肉感的な口。……下略……」（2）
といったふうの登場人物にかんする生彩躍如としてさながらまのあたりに見るような精級
な描写が，舞台登場のその都度に試みられている。これはふつう「ト書」とよばれるもの
の異例な用法であって，いわばオニー ル的「ト書」として，一般の「ト書」とはっきり区
別される性質のもので，なかんずく彼の野心作「奇妙な幕間狂言」に於いては，主人公＝
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一ナリーヅや作者の分身と見なされるマーズデン，その他主だった登場者についての精
妙にして魅力的な「ト書」が劇展開の随所に随時に挿入され,点綴されていて,小説に於け
る人物描写そのままの精彩あるこの種の「ト書｣は，オニール劇の個性と風格とを生み出す
必須不可欠の要素であり叉手段ともなっている。因みに｢奇妙な幕間狂言｣はこれら小説的
手法によるすぐれた「ト書」の豊富さと，これ叉異例の実験と‘しての内面独白の「独白」
や「傍白」の瀕出により，戯曲よりも小説であるとかnovel-dramaと云われている。
そのユニークな「ト書」とともにオニーノレ劇のパッタンを構成する一要素として見逃し得
ない顕著な特性がある。これは必ずしもオニーノレ独自の手法ではないけれども，彼に於い
て，とくに水際だった性質のものであるからである。「喪服の似合うエレクトラ」の幕明
きとともに流れはじめて劇展開の必要なる各ポイントに於いて，はっきり聞こえて来る彼
の「シエナンドーア河の船唄」(4)に見られる手法である。マノン家の呪われた暗い滅亡の
けはいの中をつらぬいて，時に高く時に低く断続しながら流れ来たり流れ去る民謡のしら
べは,ぶぎみで不吉なマノン邸の内外に漂よい,この挫折の悲劇に，しみじみとした一種名
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状しがたい悲劇美感をかもし出していて，この手法も亦「劇場に於ける詩人」としてのオ
ニーノレの演劇的血液の流露したものに他ならない。この観客の詩情に訴えんとする浪漫的
手法も亦，オニールが自家薬篭中のものとした手だれ常套の手法であって，「ああ荒野」
と「夜への長い旅路」に於いては，流動する民謡のしらべよりはむしろ東西古今にわたる
詩人達の詩の舞台に於ける朗唱によって試みられた狙いと効果が，「喪服の似合うエレク
トラ｣では,より洗練されたより一層自然な円熟の手法としての｢シエナンドーア河の船唄」
によって実現されていて，この詩情をかもし出す浪漫的手法も亦，オニール劇のパッタン
を構成する不可欠の一要素となっている。
次いでオニール劇の内容あるいは思想の面における特色となっている二つの要素につい
て言及しよう。次いで顕著なる事実として注目される事柄は，これらの二つの戯曲に於い
てもオニール得意の本領とする愛欲生活の諸相の展開にあたり，フロイドの精神分析理論
なかんずくかの有名なエデイポス・コムフ°レックスの現象を,いかにも自然にしかもあざや
かに活用している点である。「奇妙な幕間狂言｣に於いては,エデイポス･コムプレックスを
はじめとして錯綜紛糾しつつ意識深層に潜在する病根としてのもろもろのコムプレックス
が,ニー ナやマー ズデンをはじめとする主要登場者に於いて，いわば,なまのままの一目瞭
然たるかたちで，あるいは強引なる公式的な手つきで援用されているといったまづい印象
を与えており，ために登場者らはすべてフロイド学説を実験的に証明してみせるためのモ
ルモットか，生きた血の通わぬロボットにすぎぬと酷評されるといった成行であったの
が，「奇妙な幕間狂言｣の前と後とに創造されたこの二作では,エデイポス･コムフ・レックス
なる発想ないし観念に対して，より一段と微妙な迫真の生命を賦与して，更に一層切実に
表現しているのである。すなわち「楡の樹蔭の欲望」では第二部第三場の幕切れ近
くのれいの客間の場面では，アヴイに対するエビンにおいて,mother-soncomplexの
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の英語青年11月号をあけてみると，山内邦臣氏が『EugeneO'Neillの「死」の問題』な
る一文を草して,オニー ル劇に於ける死の問題の意義と重要性に就いて言及され,それはオ
ニー ル文学の本質にかかわる重要なるものを含んでいる。と指摘しておられる。この複雑
な大問題を,ここで今すぐまともに論ずるすべも準備もないままに,一応この問題をめぐっ
て私見をのべることにする。オニールはその殆どの作中に於いて，これでもかこれでもか
といったふうにたたみかけながら，死の事実をあきることなく印象的に点綴するわりに
は，死生観というか死との対決といったものの哲学的ないし体系的表現を欠いていて，わ
ずかにアフオリズム風な死について断想というよりは単なる言及がとぎにチラホラ散見さ
れるに過ぎないが，その傑作群のいずれにも漂うている死相あるいは死のけはいは，きわ
だって濃厚にして鮮烈なるものであって,それは一種独自の情調なり雰囲気として,ぢかに
なまなましく訴えて来るていのものである。「氷人来たる｣のラリー．スレードは，ふつう
オニールの分身なり，代弁者とみなされる重要な登場者であるが，そのセリフによれば，
したたかなミザントローフ。であり，ペシミストであり，はてはニヒリストではあるが，彼
の幻滅と絶望と虚無の深刻なるままに，死観なるものに迄発展し結晶するに到らず，して
みると他の劇にこの問題についての有力なそして満足な手がかりを得られそうもないので
はなかろうか。唯オニーノレ劇に於ける死の神秘的色彩や浪漫的香気ということになると,
探究の手がかりはいろいろな劇の随所に，豊富に，容易に見出されるのであって，例えば
「長い夜への旅路」の第四幕に於いてエドマンドが朗唱するダウスンの詩，
涙も笑いも束の間，はた叉愛も欲望も憎しみも－－ひとたび門をくく｡ればも
はやわれらのあずかり知らざるものなり酒と歓楽の月日は久しからず，霞める
夢よりしばしさめはた叉夢に入る。（5）
というふうな諦念と享楽賛美の無常観めいたものが，オニール劇の到るところの片言隻語
のはしばしに迄鯵透しているのであって，この万物流転，生者必滅の無常観をふまえて，
死そのものについての冥想風の形而上学は，私の知る限りでは，わずかに｢帰郷｣第三幕に
於いて,エズラ°マノンが妻クリステインに対する述懐のセリフの中で，単に死に言及した
それらしきものがあるにはあるけれども，殆ど取り上げるに足りない位のものである。筆
者はオニールの死生観とはとりも直さず無常観なりと云いかえてもさほどさしつかえない
性質のものと断定する｡たとえばオニールが｢ああ荒野｣の中で,数度にわたってその詩人の
詩を高だかと朗唱させ，叉この劇の題名の由来する詩の作者オマノレ・ノ、イヤームの詩の中
に遍満する享楽と諦念を志向する無常観こそが,オニール劇の,あるいは底流となりあるい
は主調となって，その劇におけるもろもろの死の事実を支え美化して，浪漫情調と神秘的
詩的色彩のゆたかなオニール文学の曼陀羅をつくりあげていると思われるのだ。というの
は筆者は，年来オニールのセリフやト書にみる情緒的な厭世虚無の人生観ないし死生観に
おいてその都度，必ずペルシャの詩聖オマル・ハイヤームのそれの紛れもない反響と精妙
な反映を感知せざるを得ないからである。ただし山内邦臣氏の提起された複雑にして困難
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な課題をまともに究明するためには十分なる時間と用意をもつてせなければなるまい。以
上で私は「楡の樹蔭の欲望」と「喪服の似合うエレクトラ」の二作を手がかりとして，オ
ニー ル劇のパッタンを構成する要素として,その個性的にしてユニー クな「ト書」，演劇的
効果の顕著なるものとしての｢シエナンドー ァ河の船唄の｣手法，フロイド的心理mother-
soncomplexの巧妙な活用，さては叉オニー ノレ劇に遍満する死の影，といった四つの共
通性を指摘し，若干の検討を試みて，一応私なりにオニー ル劇のパッタンを構成する特
色ないし特性を探ったのであった。ひるがえって，上述るるとして吟味しつづけて来
た他ならぬこれらの要素こそが，実はそっくりそのまま，われらオニー リアンとは別個の
価値判断と審美眼の所有者たちの視点からするとぎ，救い難き短所叉は致命的弱点として
摘発されることは十分に予想し得るところで，オニー ル即メロドラマテスト説論議を成立
させる論躍となっている次第だが，オニー ルの眼はつねに，第二義的なるものの追求に価
値判断の顛倒した論者の論議や詮索が，似而非文化のいとなみとして，意味を失ない色槌
せてしまうごとぎより高度の次元一一生と死のはげしく格斗する絶対孤独の影のさす絶体
絶命の虚無のふるさと－－にまっすぐ、にすえつけられていて，かかる境域での勝負だけが
聖者オニー ルにふさわしき究極の命題であったようだ。永訣と放下の寂光をつらぬいて，
ただたまゆらに紫金色にかがやくあわれみといたわりの大慈，大悲の稲妻のひらめくいや
はてのざとへの帰属の大悲願の徹見と体認と身証の菩薩行の課題だけが。
四、むすび
かしらにはロー ラルを，身には生涯にわたりネミシスの呪いを浴びた破滅型芸術家の巨
人オニー ノレも亦，他の真正芸術家のむれのごとく，喜怒哀楽の涙の谷からの血路を．,叉幻滅
と絶望からの脱出をひたすら芸術活動の一途に求めて，その天成の詩魂と卓抜の0creative
imagination'とを駆使して，矢の如く飛び去る光蔭のただ中を，デモーニッシュな力に駆
●●●●
り立てられながら，万生必殺の死魔の一大弾圧に屈せず，徹真造美の唯一事にいわば生命
をかけ，琿身の力をふるい，末期の眼をみひらきながら，一期一会の虚無を彩るような，
かつはまた永遠に超えんとするごとぎ風光をねらいつづけた本格芸術派にほかならず，そ
の創造になる戯曲群のすべてにおいて，その大詰めの緊迫と幕切れの美しさは，まことに
異彩を放つ劇的感動を強いるていのものであって，それらは，演劇の究極の価値を決定す
るかの崇美なる詩的壮厳またはカタルシス的感動をつねに必ず喚起してやまず，それらの
幕は見事に切れて，その限りなき余韻とこよなぎ風情は時と処を超えるとともに極めて現
代アメリカ的な人生の脈動に，ざながらに連なって，無常流転の空寂寂静なる大虚をつら
ぬく久遠の光莊となってひらめくところのものであろう。

(5.）
ユージン．オニール覚え書
'rheyarenotiong,theweepingandthelaughter.
Loveanddesireandhate:
IthinktheyhavenoportioninuS
AfterWepassthegate.
Theyarenotlong,thedaysofwineandroses:
Outofmisydream
Ourpathemergesforawhile,thencIoses
Withinadream.(113Page)(LongDaysJoumeylntoNight)
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以上引用英文のTextはThecompletetextofthreeofEugeneO'Neill'sgreatestPlays．(GDesire
●
undertheEIms'．《Strangelnterlude'．@MourningBecomesElectra'.)AVintageBoOk.
尚引用文の日本訳はいずれも清野暢一郎氏のもの。
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